
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１．はじめに	
 

	
 いまや森林ボランティアはかなりの認知を得た活動になった。

2009年の調査では活動団体数は2677に及び 1)，それらの中には

点的な活動にとどまらず，各地で市民／住民参加の機会をコー

ディネートすることで広域に活動を展開し，あるいは参加型森林

管理の支援や政策提言まで行う実力を備えた団体も現れている 2)。	
 

	
 そうした森林ボランティアの行動や継続性，協力や連携関係に

とって参加者の活動動機は重要な要素である。森林に関わる何ら

かの公益性を補佐するためにボランティアは活動するが，その行

為自体は自発性に委ねられる性質のものであり，そこに「活動に

携わる意義」としての動機が見いだされることではじめて，その

持続が可能となる。そして現実には，同じフィールドに集い同じ

目的を共有する参加者であっても，その参加動機は多様であるこ

とも少なくない。長瀬ら 3)は行政主導の森林ボランティア活動に

集った多様な動機を持つ人々が，活動を進めていく中で自発的に

組織の形態を整えていく初期の過程について報告している。新た

な動機づけを持つメンバーによって，森林との新しい関わり方が

もたらされることにより活動が発展するという報告も見られる 4)。	
 

	
 参加型森林管理の浸透には，こうした多様な動機づけを持った

人々をコーディネートし，新たな動機づけを持った人々といかに

連携していくのかを考えねばならない。また，唐崎ら 5)が指摘す

るように，多様な動機づけに対応する形で適切なインセンティブ

を導入することも必要である。そのため，参加主体の活動動機の

構造を明確化することは，森林に対する自発的な活動を支えるた

めの社会的な仕組みを作る上で，重要な情報になり得る。	
 

	
 しかし上述したような既往研究は，参与観察やインタビューに

基づくものが多く，活動動機に関して多数の事例を定量的に扱っ

た研究は見られない。そこで本論文では，森林ボランティア団体

とその構成メンバーの活動動機を質問紙調査によって定量的に示

す手法を提示するとともに，複数の団体を対象とした事例調査か

ら活動動機の構造を把握することを目的とする。対象事例とした

のは，大阪府の箕面国有林とその周辺域の森林をフィールドとし

て活動する複数の森林ボランティア団体である。箕面市域の山林

は自然休養林（国有林）と大阪府の管理による国定公園施設等を

中心とする，典型的な都市近郊の森林レクリエーション空間であ

る。そして，箕面市内や大阪府内の多様な市民団体等による参加

型管理への関心が高く，様々な団体による活動が展開している。

そのため，こうした動機構造の分析試行に適していると考えた。	
 

	
 

２．方法	
 

（１）動機に関する評価尺度の設定	
 

	
 一般的なボランティアの参加動機の測定については，海外で開

発された尺度をもとに，国内での妥当性が検討された尺度が提案

されている 6)。しかし，森林や里山におけるボランティア活動を

対象とするには，汎用的な尺度では動機に関する表現が抽象的す

ぎるため，より実際

の活動内容に即し内

容を絞り込んだ評価

尺度が必要である。	
 

	
 森林ボランティア

や里山保全活動団体

の活動動機について，

具体的に類型区分を

示そうとした研究と

して，表‐1 のよう
な事例 5) 7) 8)がある。

その共通点は，自身

の知識欲や楽しみを

満たす「自己実現的」

な動機と，社会のた

めに森林を整備し，

あるいは環境保全を

箕面国有林をとりまく森林ボランティア団体における活動動機の構造	
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表‐１	
 既往研究に見られる動機の類型	
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目指す「社会貢献的」なふ

たつの動機の類型である。

そこでこれらの類型を参考

に，森林ボランティア活動

に特化した活動動機の評価

尺度として，28項目からな
る設問を構成した（表‐2）。	
 
（２）調査対象と調査手順	
 

	
 箕面国有林における市民

団体および行政機関の連

携・協力のために設置され

た「箕面自然休養林管理運

営協議会」（以下，協議会と

する）に参画する 11 団体
のうち，実際に箕面市域の

森林をフィールドとして活

動をおこなっている 10 団
体を調査対象とした。本協

議会は 2009年 4月に設立
された。それまでは「明治の森箕面国定公園保護管理運営協議会」

の下部組織である「箕面自然休養林部会」が地元関係者と国有林

側との定期的な意見交換の場であった。これを国有林野事業にお

ける「『レクリエーションの森』管理運営協議会」制度に移行し，

近畿中国森林管理局と協議会との間で協定を締結することで，従

来の意見交換に加え，協議会参加団体自らによる国有林の整備・

管理・活用が行えるようになった。年 10 回程度定例会が開催さ
れ，これまで植生調査，シカ食害の調査とフォーラムの開催，案

内道標の整備，ナラ枯れ対策の検討，国有林事業への協力などを

行ってきた 9)。なお，著者らは設立当初より協議会への参与観察

を継続している。	
 

	
 調査対象10団体の概要を表‐3に示す。ガイドや観察に重点を
置く団体から実際に森林の整備や散策道の管理を行う団体まで

様々であるが，いずれも森林の公益的なサービスを発揮するため

のボランティア活動として位置づけられるものであり，またいず

れの活動団体も協議会においては積極的に管理のための議論や実

際の活動に参加している。なお，団体B，E，Gは団体 Jから代
表者や発起人が出て，新たなメンバーと共に活動を行っており，

団体Jからの派生関係にある。これは団体Jが公的な資金を運用
して活動団体を支援する中間支援組織であるため，その実働部分

を担う団体が求められたことに由来する。また団体 Iは，国有林
内の特徴的な植生を持つエリアで保全と利用を巡る問題が生じた

際に，団体D，F，Hを含む当時6団体のメンバーが，保全の立
場から国有林と協議する必要性を感じて設立した団体である。	
 

	
 2010年8月から2011年5月にかけて，各団体の総会や活動日

を利用して構成メンバーに質問紙を配布した。質問紙調査では，

活動動機の評価尺度 28 項目について，活動の結果によって生じ
るそれぞれの項目に対し，どの程度喜びやうれしさを感じるかを，

「自分の活動内容とは関係がない（1 点）‐あまり感じない（2
点）‐少し感じる（3点）‐感じる（4点）‐強く感じる（5点）
‐非常に強く感じる（6点）」の 6段階評定により回答を求めた。
さらに個人の属性として，性別，年代，活動歴，団体内での役職

の有無，ボランティアに関する講座受講の有無について質問した。

また，他の参加団体をすべて列挙するよう求めた。各団体のメン

バーには複数の団体に所属し，複数回の回答機会があった者もい

るが，初回のみ回答することとした。159名から得られた回答の
うち，欠損値がなかった105件を分析に用いた。有効回答者の属
性の内，年代については 60歳代が 56％を占め，70歳代 19％，
50 歳代 14％とあわせて約 9 割を占めた。活動歴については，2
年以内が 26％で 2~5年が 23％，5~10年が 35％であった。そ
の他の属性については，表‐9 に人数を示している。また各団体
の複数団体所属者数については図‐1に示している。	
 
（３）分析	
 

	
 表‐2に示すように，28項目の評価尺度は，自己実現的な動機
と社会貢献的な動機という類型をベースに構造化されるという作

業仮説のもとに，主成分分析を用いて評価尺度の集約を行った。

そして，回答者ごとに集約された各尺度の単純合計による合成得

点を計算し，これを活動動機の指標とした。この指標を用いて，

個人の属性と活動動機との関係や，各団体の動機の方向性，団体

内での均質性などを統計的に分析するとともに，連携する他団体

との動機の共通性といった視点から分析を進め，実際の活動や連

携協力関係の状況とも照合

しながら，活動動機の構造

を明らかにした。団体ごと

の動機の方向性の分析に際

しては，複数団体に所属す

るメンバーは質問紙に記載

されたすべての団体のメン

表‐３	
 調査対象団体の概要	
 

表‐４	
 主成分の固有値 

表‐２	
 活動動機の評価尺度	
 

表‐５	
 回転後の主成分行列 
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バーとして扱った。統計処理パッ

ケージにはSPSS 15.0Jを用いた。	
 
	
 

３．結果	
 

（１）主成分分析による活動動機の

集約と解釈	
 

	
 表‐4 に示すように，主成分分析
によって固有値1以上の6主成分が
抽出された。この6主成分で全体の
約 7 割程度の説明力がある。表‐5
はプロマックス斜交回転後のパター

ン行列である。それぞれの主成分が

持つ意味は以下のように解釈できる。

主成分1は，森林の利用や理解の拡
大，若年層への教育といった動機が

含まれることから，森林を地域社会

の中で活用しようとする動機づけの

群と解釈できる。主成分2は，風景
や遊び場の形成，防災などに関わる

動機が占めることから，良好な空間

形成を求める動機づけの群と解釈で

きる。主成分3は，動植物の保全や
病虫獣害，温暖化の抑制といった動

機が含まれ，環境問題の解決へ向け

た貢献に関する動機づけの群と解釈

できる。主成分4は，人間関係と休
養・健康に関する動機が占めること

から，交流と健康に関する動機づけ

の群と解釈できる。主成分5は，森
林に対する知識に関わる動機が主で

あり，知識の向上に関する動機づけ

の群と解釈できる。主成分6は経済
的な動機に関する群と解釈できる。	
 

（２）活動動機の指標化	
 

	
 主成分分析によって得られた主成分と各尺度の関係は，ほぼ妥

当な解釈が可能であることから，この結果に依拠する形で 28 項
目の評価尺度を，『社会的な活用』『良好な空間形成』『環境への

貢献』『交流と健康』『知識の向上』『経済性の付与』という 6 項
目の合成尺度に集約した（表‐6）。各回答者の合成尺度の得点は，
もとの評価尺度の得点を単純合計したものであるが，尺度数が違

うことによる得点の幅の違いを補正するために，得点の取り得る

範囲内での100分値に変換した。合成の妥当性を示すクロンバッ
クα値はいずれの合成尺度でもおおむね0.8を超えており，合成
は妥当とみなすことができる。また，もとの主成分と合成尺度と

の間には，すべて 0.9以上の高い相関が見られ，単純合計による
合成尺度でも主成分分析をよく反映できていると言える（表‐7）。 
	
 表‐8 は合成尺度得点間の相関係数である。『社会的な活用』
『良好な空間形成』『環境への貢献』『経済性の付与』の4尺度は
相互に比較的高い相関が見られたが，『交流と健康』『知識の向

上』の2尺度は他の尺度とは比較的独立していた。	
 
（３）合成尺度による個人属性と活動動機との関係	
 

	
 回答者の属性と6項目の合成尺度得点との関係について統計的
に分析を行った。回答者の年代との間の相関係数は，いずれの尺

度とも絶対値が 0.4を超えるような相関は見られなかった。また
活動歴の年数との間でも相関係数を計算したが，これについても

0.4を超えるような相関は見られなかった。	
 
	
 分散分析を用いて，性別，団体内での役職の有無，ボランティ

ア講座受講の有無と合成尺度得点の関係について検定を行った結

果を表‐9 に示す。役職の有無や講座受講経験と活動動機との間
にはそれほど明白な関連性は見られない。有意差は，役職と『良

好な空間形成』，講座受講と『環境への貢献』との間で認められる

程度であった。むしろ，『社会的な活用』『良好な空間形成』『経済

性の付与』といった動機に関しては性別による差違の方が明確に

示される結果となった。	
 

（４）団体間での比較と団体内の均質性	
 

	
 図‐1 は各団体の構成メンバーの合成尺度得点の平均値と標準
偏差を示したものである。いずれの団体でも『交流と健康』『知識

の向上』といった動機が強く表れている。一方，団体間で異なっ

ているのは『社会的な活用』『良好な空間形成』『環境への貢献』

といった動機の強さである。標準偏差も団体によって差違が見ら

れる。例えば団体Jはどの動機についても標準偏差が比較的小さ
く，団体構成メンバーの動機が比較的均一であることを示してい

る。団体Hや Iでは，『交流と健康』『知識の向上』といった動機
については均質性が高いが，それ以外の動機についてはばらつき

が大きいことが読み取れる。	
 

	
 図‐2 は，合成尺度得点の平均値をもとにクラスター分析
（ウォード法による）を実施したデンドログラムである。今回対

象とした団体は，活動動機の傾向によって大きく 2 つのクラス
ターに分かれることがわかる。他の動機に比べて『交流と健康』

や『知識の向上』に関わる動機が強いクラスター（5 団体）と，
『社会的な活用』『良好な空間形成』『環境への貢献』といった動

機も同様に強く持っているクラスター（5団体）である。	
 
	
 

４．考察	
 

	
 本研究で設定した活動動機の評価尺度を用いた定量的な分析か

らは，箕面の森林ボランティア団体とその参加者個人が持ってい

る活動動機の構造をよく描写できたと考えられる。主成分分析に

よって導かれた 6つの動機の類型は，表‐1に示されたような既
存の定性的な類型化と比較しても，森林ボランティア団体参加者

の活動動機の整理として妥当なものである。広域的な諸団体の比

較や，地域内外の様々な団体，個人間で連携を探る際のひとつの

指標として応用することが可能であろう。また、団体の目的や活

動内容と、そこに参加する個人の動機に一定の対応関係も見られ

ることが示された。以下，団体としての動機と個人の動機にわけ

て，結果にもとづく考察と課題を記す。	
 

（１）団体としての活動動機の構造に関して	
 

	
 『交流と健康』や『知識の向上』に集約される自己実現的な活

動動機はどの団体にとっても共通して主要な動機となっていた。

表‐６	
 合成尺度の構成 

表‐７	
 合成尺度得点と
主成分との間の相関係数 

表‐８	
 合成尺度得点間の相関係数 

表‐９	
 個人属性による合成尺度得点の差違 
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一方で『社会的な活用』『良好な空間形成』『環境への貢献』といっ

た動機に集約される社会貢献的な活動動機は，団体によってその

強さが異なっていた。自己実現的な動機という軸が活動参加の基

盤になっているとともに，社会貢献的な動機という軸が活動の方

向性に関連していることが伺える。表‐8 で見たとおり，自己実
現的な動機を示す2尺度と社会貢献的な動機を示す4尺度の間の
相関が弱いことも，この2軸構造を支持している。 
	
 今回の対象団体は，主に社会貢献的な動機の強さを識別要因と

して大きく2つのクラスターに分類されたが，これは各団体の成
立の背景も反映している。先述の通り団体B，E，Gは団体 Jか
ら派生し，新規参加者を得て活動している。これらの団体は同じ

クラスターに含まれ，動機の共有度が高いと言える。もう一方の

クラスターには，主に観察会的な企画に重点を置く団体が含まれ

たが，この中の団体D，F，Hなどの参加者により団体 Iは設立
されている。比較的共通した動機付けを持つ団体間の連携によっ

て団体 Iは成立したのである。現在これら 10団体は，互いに異
なる活動動機の方向性を孕みつつも，協議会で建設的な活動と議

論を行っている 9)。そこでは活動を社会的な貢献に

するためのノウハウと，地域の自然に対する幅広い

理解が共に求められている。このことは，上記の派

生関係のように，動機が共通する団体相互による連

携だけが可能なのではなく，共通しない部分を持つ

団体相互の補完関係も重要であることを示している。	
 

（２）個人の活動動機の構造に関して	
 

	
 当初は「自分の技術が向上する」という活動動機

は自己実現的な類型と想定していたが，今回の分析

からはむしろ『環境への貢献』に関わる動機と強い

関連性を持つ結果となった。技術向上には環境貢献

の手段としての認識が含まれるのかもしれない。	
 

	
 個人の属性と活動動機との関係では，性別以外に

は明確な傾向は見いだせなかった。活動歴や役職，

講座受講の有無といった事象が動機に対してそれほ

ど影響していないことは，森林ボランティアに関わ

る動機は先験的なもので，その後の継続的な活動経

験にはあまり左右されないことを示している可能性

もある。しかし，これは今後の精査が必要である。	
 

	
 なお，今回の調査では質問紙配布を各団体の総会

や活動時に限ったため全会員を網羅することはでき

ていない。そのため，実際にはより団体内の動機の

ばらつきは大きいかもしれない。どちらかといえば

より活動に積極的な会員層に偏っている可能性があ

り，そうしたバイアスの評価は今後の課題である。	
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図‐１	
 各団体の合成尺度得点の平均と標準偏差 

図‐２	
 クラスター分析デンドログラム 
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